
生神女讃詞
８調

月曜日

  ザピエフ

光


栄は父と子と聖神に帰す、

 
いま

 
も


いつ

 
も


世－


－


－

 
世


に


ア


ミン


 １．

いさぎよ


潔き 神の

 
は は


よ

   ２．

我 信を以て おおいの下に　はし

 
り


つ


く


  ３．

わ


れ


を

 
憂いとわざわい、諸欲のなやみと　悪鬼の毒害より


  

す


くい


た


ま


－

 
え。

  １．

蓋 爾は、女宰よ、慈憐の淵を 


 

た


も


ち


て

  ２．
救いの転達者と 現れた


ま


え

 
り、

  ３．

仁


慈


な


る

 
か


－


み、


ひ


独

と


り

 
至りて 洪恩にして


  

仁慈なる主を 生みたれば


な

 
－


り。





生神女讃詞
８調　火曜日

 ザピエフ
光


栄は父と子と聖神に帰す、

 
いま

 
も


いつ

 
も


世－


－


－

 
世


に


ア


ミン


 １．

こ


言
と


ば

 
よ、


めひつじ

 ２．
どうていじょ

牝羊及び童貞女は 爾 こひつじが ほふりの為に
羔 屠


  

ひかるるを

 
見

 
て、

 ３．
涙を流して

 
あと


後に


したが


随 い て


よ


べ


－


り

 
  １．

吾が子よ、いずこに
何処

い


そ

 
－ ぐ

  ２．

かんあい


甘愛


な


る


-


も


の

 
よ、

  
我 爾ととも


に 行

 
－ く

  
大仁慈 な るイ

３．
イ


ス


－ス

 
よ、

 終結 
我 爾と別るるに 忍びざれば


な


－


り

 



生神女讃詞
８調　水曜日

  ザピエフ
光栄は父と子と聖神に帰す、

 
いま

 
も


いつ

 
も


世－

 
－－

 
世


に


ア


ミン


 １． 

神の よ


め


－

 
よ、

 ２．
我が 傷める 心の 嘆息


を 見

 
よ、

  ３．

純


潔


無

 
てんな


る


童


貞


女

 
マリ


ヤ

 
よ、

 １．
仁愛なるに


よ


－っ


て


  ２．
我が手を挙ぐるを 容


れ


－


て

 
３．

こ


れ

 
を


しりぞ


く


る


な


か


－


れ


 終結 

我が　爾 人類を尊くせし者を 歌いて 尊まん た


め


な


－

 
り。





生神女讃詞
８調木曜日

obihod

  ザピエフ

光


栄は父と子と聖神に帰す、

 
いま


も

 
いつ

 
も


世－


－


－

 
世


に


ア


ミン


  １．

主宰　イイ


ス


－ス

 
よ、

 ２．
童貞女、爾の


母

は

 
は は


  ３．
爾が 十字架に 釘せられ

てい

 
自由に苦しみを 受くるを


見


て


呼

 
べ－

 
り、

  １．
嗚呼、我が甘

かんあい

愛


な


る


子、

  ２．
人類の 不能を 

ふのう
癒


いや


す 医


師


  ３．  

爾の 慈憐を以 


て


衆を 滅びより す

救

く


う


主

 
－


よ、

  終結

いかん


ひぎ

如何ぞ 非義なる 傷を し


の


－


ぶ

 
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生神女讃詞
８調　日曜日

 ザピエフ
光栄は父と子と聖神に帰す、

 
いま

 
も


いつ

 
も


世－

 
－－

 
世


に


ア


ミン


 １．

我


造


ぶ


つ


は

  ２． 
常に造物主を憂いしめて


怒 ら

 
す


  ３．

少女


よ

 
かいかい

我に 悔改を与えて 我を


あ


ら


た


-


め

 １． 
爾の助けを


も


－っ


て


  ２． 

よろこ

神を 悦ばしむる行いに 導き た


ま


－


え

  
我が赦罪と 救いとを


終結 

得んが ため

 
な－

 
り。




	生神女讃詞表紙8
	晩課生神女讃詞8調月
	晩課生神女讃詞8調火
	晩課生神女讃詞8調水
	晩課生神女讃詞8調木
	8doxa



